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➢ 兵庫県養父市の取組の調査視察



①農業を支える新たな担い手の育成・有害鳥獣対策の
推進に関する調査・研究
②防災・減災機能の充実・強化に関する調査研究

舞鶴市議会

令和4年 産業建設委員会 調査視察報告

【実施日時】 ２月７日（月）10時30分～12時
【視察先】 兵庫県養父市（国家戦略特区地方創成課）
【視察形式】 オンライン視察
【視察項目】 国家戦略特区（中山間農業改革特区）について
（1）取組の概要や背景について
（2）規制緩和と成果について
（3）担い手確保と育成について
（4）今後の課題について

先進地視察の概要

今期の重点項目

先進地視察

重点項目を踏まえた対応予定

◇ 国家戦略特区とは、大胆な規制緩和により経済活性化の拠点をつくる仕組み。
◇ 養父市の提案に基づいて国が規制改革を主導し、養父市をモデル地域として民間事業者が経済
活動を実践。
◇ 規制改革を実践しながら、更なる規制改革を提案していく 。
◇ 養父市は、平成26年に「中山間農業改革特区」として、国家戦略特別区域の区域指定を受けて
いる一次指定の６区域のうちのひとつ。
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先進地視察の概要

◇ 本市では、農家の高齢化や後継者不足などにより、耕作放棄地が増加
し、それに伴って有害鳥獣の被害も増え、農業だけでは生計が立てられな
いという農家があるなど、営農意欲の低下と農業の担い手不足が喫緊の課
題となっているため、養父市の取組や課題、今後の見通しなどについて調
査を行い、より効果的な農業振興の実施につなげていくことを目的とする。

（1）全国画一的な施策ではなく養父市自らが施策を考え国の特区制度を活用
し、中山間地域の価値を見出した。
（2）農業生産法人の要件の緩和、企業による農地取得の特例を設けるなど、
企業が担い手として農地を所有し、営農を可能にしたことで営農面積の拡大、
未作付け地、耕作放棄地の再生を行ったことなどから域内においての雇用の創
出につながった。
（3）農用地区域内での大幅な規制と緩和と、
６次産業化を促進したことが企業、個人の
就農につながっている。
（4）生産野菜等の販路の拡大は最重要課題
と位置付け、国家戦略特区の取組みを更に
活用に努め農作業の省力化とほ場情報管理の
効率化を進め、経験や技術のない新規農業
参入者でも少人数で営農できる体制を構築
できるかが課題と捉えている。

◇ 養父市の国家戦略特区（中山間農業改
革特区）の指定利点を全国画一的な施策で
はなく、養父市独自の戦略として自ら施策
を考え、特区制度を大胆に活用、運用し、
中山間地域の価値を創造した取組みを行っ
ていること、農業生産法人の要件緩和、企
業による農地取得特例等多数の施策を提案
し実行に移していること、加えて市議会の
同意が必要な農地取得等に際し、議会が積
極的に合意形成に努め、その機能を発揮し
スピード感を持って施策に反映しているこ
となどが高く評価できた。
◇ ６次産業化や農商工連携に対して、各
産物に付加価値を付けるなど地域振興策と
合わせ攻めの施策を講じている。
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